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海
外
日
誌
（
＋
二
・
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
在
来
　
山
　
本
．
一
　
清

t
月
七
目
（
土
）

　
朝
九
時
、
桑
港
第
三
街
停
車
揚
よ
り
南
太
亭
同
線
で
沼
沢
、
十
畦
牛
サ
ン
ノ

セ
着
9
暫
く
市
内
散
歩
、
日
本
人
の
町
な
ご
あ
る
く
。

　
午
後
四
．
畔
牛
、
乗
合
自
働
車
に
よ
り
、
山
道
か
ま
が
り
く
ね
り
つ
』
ハ
ミ
ツ

ト
ン
山
に
登
ろ
O
遽
申
の
ス
ミ
ス
翼
ホ
テ
ル
で
夕
食
、
そ
れ
か
ら
叉
登
り
つ
ダ

け
て
、
午
後
八
時
牛
、
山
顛
の
リ
ッ
ク
天
丈
皇
に
到
着
）
エ
ト
ケ
ン
教
授
の
温

顔
に
迎
え
ら
れ
、
直
ち
に
ド
ー
ミ
挙
り
一
の
一
室
に
入
る
。
ー
ー
今
夜
ば
土
曜

の
晩
で
あ
ろ
か
ら
、
例
邉
の
如
く
、
天
文
墓
に
ば
一
般
外
二
者
が
星
准
見
に
來

て
る
る
ゆ
自
分
等
ば
其
の
景
況
な
見
る
れ
め
、
少
憩
後
、
室
か
ら
、
又
、
天
丈

蔓
に
行
く
。
凄
員
匡
皆
々
多
忙
、
有
名
な
三
十
六
史
話
蓮
鏡
で
ほ
土
星
を
見
ぜ

十
二
吋
で
ほ
＋
響
星
た
見
ぜ
て
る
ろ
。
㎜
此
の
一
二
、
自
一
分
ほ
エ
ト
ケ
ン
教
授
の
紹
介

で
ム
ー
ア
、
ラ
イ
ト
、
タ
ソ
ヵ
ー
な
ご
の
有
名
な
．
學
潜
た
ち
に
會
つ
れ
〇

七
月
八
日
（
日
）

　
り
〃
天
丈
纂
の
第
｝
日
の
今
日
ば
n
口
曜
で
あ
る
。
朝
起
き
て
見
れ
ば
、
自
分

等
の
室
ば
窓
が
二
方
に
開
い
て
遠
近
の
山
野
の
景
色
が
非
常
に
好
い
。
食
堂
で

カ
ー
ペ
ン
タ
ー
君
に
よ
っ
て
他
の
青
年
三
者
六
ち
に
紹
介
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
、

天
文
蔓
の
構
内
か
散
歩
す
ろ
。
流
石
に
海
扱
四
千
吹
の
山
の
上
で
、
空
氣
に
清

く
、
空
ぽ
澄
ん
で
み
ろ
。
サ
ン
ノ
セ
市
か
ち
桑
港
濁
の
景
色
に
殊
に
好
い
。

　
午
前
中
、
ム
ー
ア
氏
に
、
日
耀
な
の
に
も
拘
ら
す
、
天
丈
凄
で
日
食
蓮
征
、

準
備
た
し
て
居
ら
れ
た
O

　
午
後
四
曲
閏
、
一
フ
イ
ト
敏
授
の
宅
ヘ
テ
イ
に
「
招
か
れ
て
行
く
Q
又
、
夕
合
バ
後
に

エ
ト
ク
ン
教
授
宅
か
一
寸
詩
門
）

　
夜
三
十
六
吋
望
蓮
鏡
に
て
ビ
τ
ア
ス
践
か
恒
星
の
分
光
親
電
た
し
て
ゐ
ら
れ

ろ
の
な
見
、
夜
牛
ド
τ
ミ
ト
リ
に
肺
り
、
グ
ナ
ー
ル
氏
の
室
で
暫
く
世
間
話
。

兜
月
九
日
ハ
月
）
．

　
今
日
か
ら
、
自
分
匡
ム
ー
ア
敏
授
の
塞
に
席
か
貰
ひ
、
そ
こ
で
同
教
授
指
導

の
下
に
分
光
動
員
為
測
定
す
る
こ
亡
ビ
な
つ
表
。

　
午
後
三
時
、
タ
カ
ー
敏
授
の
室
か
訪
ね
．
、
同
教
授
の
近
業
に
關
す
ろ
謡
し
な

．
聞
毎
、
そ
れ
か
ら
子
午
環
か
見
㎡
．
ら
れ
か
。
夜
も
、
亦
、
こ
の
子
午
線
室
で
タ
カ

ー
氏
の
赤
緯
親
測
奄
見
る
。

　
英
子
に
午
後
四
時
か
ら
工
下
ケ
ン
夫
人
宅
の
婦
人
會
に
招
か
れ
て
行
つ
カ
。

七
月
十
日
〔
火
）

　
午
前
中
、
金
星
の
分
光
爲
員
秘
測
定
Q
計
算
に
つ
い
て
、
ム
7
ア
氏
に
、
ヤ

ー
キ
ー
ス
流
の
「
正
式
法
」
よ
り
も
、
”
ク
流
の
「
標
準
板
法
」
の
便
利
な
こ
ぜ
な

主
張
ぜ
ら
れ
ろ
。

　
書
食
後
、
ビ
ー
ア
ス
氏
に
案
内
ぜ
ら
れ
、
て
、
ト
ソ
ミ
ー
丘
の
ク
ロ
ス
可
i
三
甲

十
六
吋
反
射
鏡
々
見
る
。

　
今
日
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ラ
ィ
ヲ
ン
天
文
豪
長
デ
シ
ソ
タ
ー
氏
よ
り
田
頭
。

奮
月
十
幽
日
（
水
）

　
午
前
中
、
分
光
板
測
定
法
に
呈
す
る
丈
書
な
圖
書
室
で
よ
む
。

　
午
後
四
時
」
ト
ラ
ン
プ
ラ
ー
氏
の
宅
ヘ
テ
イ
に
招
か
れ
て
行
く
。

　
夜
、
大
一
二
よ
1
切
藁
吋
で
、
エ
ト
ド
ケ
ン
教
授
が
ρ
近
距
離
騨
二
一
鵡
星
な
灘
一
側
ぜ
熟
り
れ
ろ
の
ノ

な
見
回
し
、
同
三
三
の
親
力
の
距
凡
な
の
に
驚
く
。
夜
牛
、
同
敏
授
に
、
ま
糞

近
頃
試
験
中
の
干
渉
計
か
見
ぜ
ら
れ
、
大
に
得
る
ε
こ
ろ
が
あ
っ
敦
。

　
英
子
ば
午
後
二
畦
、
タ
カ
】
夫
入
た
訪
問
し
六
〇

電
月
十
罵
臼
（
木
）

　
今
日
か
ら
、
ハ
ル
ト
マ
ソ
分
光
比
較
計
た
用
ひ
て
金
星
の
分
光
蓬
蓬
を
測
量

す
。
　
夕
食
後
、
散
歩
。
天
丈
壷
の
正
癒
か
ら
西
存
眺
め
て
、
す
ば
ら
し
い
日
没
の

美
観
か
見
れ
。

　
．
夜
、
九
時
か
ら
、
ト
ラ
ン
プ
ラ
i
氏
た
訪
れ
て
、
同
氏
の
故
國
ス
イ
ツ
ツ
ル

の
こ
ピ
な
ご
た
聞
く
〇

七
月
十
置
日
．
金
）

　
エ
ト
ケ
ン
教
授
の
依
頼
に
よ
り
、
日
本
の
二
丈
學
界
の
近
験
奄
草
し
て
パ
シ

フ
イ
〃
天
丈
學
會
雑
誌
に
寄
稿
す
。

　
午
後
、
ハ
ル
ト
マ
ソ
分
光
比
較
法
に
用
ふ
る
標
準
板
の
営
…
数
表
な
．
守
」
惚
る
O

　
夕
方
、
天
丈
豪
長
兼
加
州
大
學
組
長
リ
カ
ン
ベ
ル
氏
到
着
。
フ
ロ
ス
ト
氏
の

ハ
ニ
ー
）
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瘤
聖
歌
か
出
し
て
挨
拶
す
Q
一
見
、
小
柄
の
好
々
爺
で
あ
る
。

　
夜
、
大
三
十
六
吋
で
ム
ー
ア
教
授
が
遊
星
歌
星
雲
の
分
光
撮
影
な
せ
ら
れ
ろ

の
を
見
、
そ
の
後
、
ツ
エ
フ
ア
ス
氏
の
戸
外
親
測
な
見
六
。

　
今
日
、
ラ
イ
デ
ン
天
端
壷
の
ヘ
レ
ソ
ス
プ
ツ
ン
グ
教
授
よ
”
來
書
Q

七
鷺
十
幽
日
（
土
）

　
再
び
．
エ
ト
ヶ
．
ン
敏
授
の
依
頼
に
よ
り
日
本
天
爵
學
界
の
將
來
に
つ
い
て
一
丈

為
草
し
、
昨
日
の
丈
に
附
加
寄
稿
す
。
そ
の
後
、
小
犬
座
ア
星
の
分
光
爲
虞
為

測
定
Q

　
午
后
、
一
寸
ひ
ろ
れ
、
そ
れ
か
ら
ラ
イ
ト
氏
に
案
内
ぜ
ら
れ
、
英
子
定
共
に

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
丘
に
登
る
。

　
土
曜
な
の
で
、
例
に
よ
り
、
夕
方
か
ら
搬
槻
者
績
ろ
多
く
、
ご
貯
、
自
動
車

三
十
五
塵
正
面
に
並
ぶ
Q

　
日
没
時
、
美
し
い
太
陽
像
葎
英
子
匡
ス
ケ
ジ
チ
ず
る
。

七
月
寺
置
日
（
日
）

　
朝
食
後
、
エ
ト
ケ
ン
、
ム
ー
ア
爾
家
か
順
に
訪
問
Q
そ
れ
か
ら
寸
分
ほ
研
究

室
へ
μ
育
っ
て
分
光
上
例
置
（
潜
測
定
す
．
O

　
午
后
三
時
が
ら
ム
ー
ア
底
宅
の
テ
イ
に
招
か
れ
行
く
O

　
夕
食
油
伐
、
エ
ト
ケ
ン
由
教
授
の
室
で
、
二
重
星
硬
磁
一
の
近
況
た
・
き
㌧
、
倫
円
將
來

の
研
究
に
關
す
る
有
盆
な
る
教
へ
准
受
け
カ
。
そ
れ
か
ら
自
分
に
大
三
十
六
吋

ド
ー
ム
内
に
ム
ー
ア
氏
の
魏
測
潜
見
る
o
T
度
そ
こ
ヘ
ダ
ン
カ
ン
氏
（
旧
来
エ

ソ
ス
リ
ー
大
學
天
文
墓
長
）
も
來
ら
れ
、
近
頃
、
天
丈
墨
界
の
興
味
あ
ス
諸
問

題
炉
談
合
す
。

雷
月
†
六
日
（
月
）

　
午
前
中
、
ム
ー
ア
識
ハ
授
に
、
星
雲
や
新
星
の
興
昧
多
い
ス
ペ
ル
ト
ル
宙
響
呉
な

澤
山
見
ぜ
て
貰
つ
六
Q
そ
れ
か
ら
セ
ン
タ
ウ
ッ
座
ア
星
や
飛
魚
座
べ
星
の
分
光

爲
賦
存
測
る
Q
．

七
月
壷
囎
呂
（
火
）

　
今
日
自
分
等
ぱ
下
山
て
る
の
で
、
朝
か
ら
荷
物
を
ま
囲
め
、
「
さ
よ
な
ら
」
で

宅
豪
に
り
の
挨
拶
な
す
ろ
Q

　
午
后
一
時
牛
、
正
面
か
ら
自
動
車
に
乗
り
、
エ
ト
ケ
ン
氏
始
め
多
く
の
人
々

（
ニ
ニ
）

に
見
逡
ら
れ
て
出
獲
。
う
つ
り
憂
る
景
色
麺
眺
め
な
が
ら
山
荒
下
り
、
三
時
牛

サ
ン
ノ
セ
着
Q
汽
車
の
時
間
に
未
だ
早
い
の
で
暫
く
古
内
を
あ
る
く
。

　
午
后
六
暗
十
五
分
、
．
南
パ
シ
フ
イ
〃
の
海
岸
線
に
よ
り
、
サ
ン
ノ
セ
た
畠
糞

寝
藁
ほ
プ
ル
マ
ン
の
上
段
で
、
英
子
に
少
々
悲
観
。

七
月
十
八
日
〔
水
）

　
一
期
・
七
時
四
十
五
分
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
中
開
O
暫
く
し
て
，
九
時
獲
の
電
車
に
7
よ

リ
パ
サ
テ
ナ
に
行
く
。
⊥
丁
時
曲
肩
、
一
直
瀞
b
に
「
サ
ン
タ
・
バ
ー
バ
ラ
街
の
エ
ソ
ノ
・
ル
ソ

ン
山
天
文
璽
事
務
所
為
訪
ひ
、
蔓
長
ア
ダ
ム
ス
氏
に
面
會
Q
種
々
打
ち
合
ぜ
の

後
、
同
浅
の
推
薦
に
よ
り
、
南
レ
イ
モ
ン
ド
街
の
パ
サ
デ
ナ
・
ホ
テ
ル
に
投
宿

す
。
室
ば
第
四
四
入
番
Q

　
午
后
、
市
内
散
歩
。
地
圖
好
期
よ
り
に
、
北
マ
レ
ン
ゴ
街
の
ウ
ォ
タ
ー
ハ
ゥ

ス
氏
准
訪
れ
ぬ
ぜ
こ
ろ
、
幸
び
在
宅
ぜ
ら
れ
、
昨
年
脛
井
澤
で
一
別
以
來
の
話

な
．
ε
す
。

セ
月
十
九
日
（
木
）

　
午
前
中
、
市
内
か
あ
ろ
い
て
借
室
か
さ
が
し
て
潮
力
が
、
思
ほ
し
い
の
が
見
．

啓
田
ら
す
。
宿
へ
離
っ
て
温
聞
い
て
・
見
る
ぜ
、
今
の
ホ
テ
ル
の
室
た
月
μ
極
な
ら
ば
大

に
割
引
す
る
ε
の
こ
定
、
間
取
り
や
交
題
の
便
利
も
好
い
の
で
、
遽
に
今
の
室
．

に
當
分
落
付
く
亡
決
心
す
。

　
午
后
、
天
丈
豪
事
務
所
に
出
掛
け
ろ
O
ア
ダ
ム
ス
蜜
長
の
好
意
に
よ
り
、
新

館
に
一
小
室
愚
與
へ
ら
れ
カ
。
庇
の
日
、
ジ
．
オ
イ
、
キ
ン
グ
、
ヴ
ン
マ
～
ネ
ン
、

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
諸
氏
に
而
會
す
〇

七
月
農
や
日
（
金
）

．
朝
入
時
牛
ー
パ
シ
フ
イ
ク
電
車
で
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
に
行
き
、
メ
イ
ン
第
一
，

街
の
正
金
銀
行
で
用
事
な
す
ま
す
、
次
で
サ
ン
ペ
ド
ロ
街
の
日
本
人
合
同
教
會
．

為
訪
問
、
小
川
牧
師
の
案
内
で
寄
事
堂
た
競
ろ
。
そ
れ
か
ら
韓
じ
て
、
東
第
六

街
に
小
葉
竹
氏
な
訪
問
、
小
憩
の
後
、
同
道
し
て
、
エ
ル
モ
ン
テ
村
の
高
岡
今

亭
氏
な
訪
毅
、
夕
食
か
頂
身
＼
カ
ー
で
逡
ら
れ
て
十
時
露
宿
す
〇

七
月
二
†
剛
日
ハ
土
）

　
午
前
中
、
ナ
フ
イ
ス
に
出
勤
Q
ウ
イ
サ
ア
ム
ス
。
ぺ
一
か
ら
荷
物
が
届
く
9

　
午
后
、
市
内
の
小
劇
揚
で
沙
翁
の
「
第
十
ご
夜
」
か
魏
る
。
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セ
月
島
十
二
臼
〔
日
）

　
朝
十
時
、
わ
ざ
’
～
エ
ル
モ
ン
テ
か
ら
高
岡
氏
の
迎
え
な
受
け
、
カ
ー
に
同

”
乗
し
て
、
ハ
リ
ウ
ド
の
蜀
立
敏
會
に
行
き
、
久
し
ぶ
り
で
日
本
式
の
禮
拝
為
守

ろ
。
　
式
後
、
少
時
、
カ
ー
で
散
歩
。
有
名
な
バ
ー
ナ
ム
家
の
「
ヤ
マ
シ
ロ
」
別
荘
な

．
見
、
大
、
．
び
。
そ
れ
か
ら
松
本
氏
方
で
一
同
午
餐
脅
い
雲
だ
く
。

　
午
后
…
コ
一
時
に
「
ほ
、
叉
、
小
笹
川
竹
、
高
岡
爾
氏
の
．
案
四
四
で
リ
ン
カ
ー
ン
公
園
の

「
逆
夢
た
見
、
夕
方
、
海
ら
れ
て
測
鎖
Q

、
夜
、
レ
イ
モ
・
ド
公
園
を
散
歩
し
て
、
會
々
、
市
内
諸
教
會
の
聯
合
戸
外
禮

拝
に
列
す
Q

士
月
十
通
日
ハ
月
）

　
ま
糞
、
朝
か
ら
高
岡
氏
に
迎
え
ら
れ
、
同
車
し
て
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
の
小
葉

竹
氏
な
訪
ひ
、
そ
れ
か
ら
ハ
リ
ウ
ド
の
エ
ヂ
プ
ト
劇
揚
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
獲

．
見
史
劇
存
槻
る
。

　
夕
食
ぽ
岡
井
氏
方
で
頂
き
、
そ
れ
か
ら
一
同
、
山
の
手
の
野
外
劇
揚
で
「
キ

オ
ス
ト
劇
」
存
見
、
夜
十
一
膳
．
逡
ら
れ
て
露
宅
。

セ
月
…
㎜
幸
繊
日
∩
火
）

　
今
日
も
亦
高
岡
町
に
準
え
ら
れ
、
昨
日
の
如
く
、
カ
ー
で
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス

の
小
葉
竹
氏
ル
訪
ね
、
一
同
揃
っ
て
、
サ
ン
タ
・
モ
ニ
カ
濱
に
到
着
。
砂
渓
の

上
で
輕
便
ラ
ン
チ
。
そ
れ
か
ら
オ
ー
シ
ャ
ン
・
‘
パ
ー
ク
、
ヴ
ェ
ニ
ス
あ
れ
り
、

ア
メ
リ
カ
人
の
齪
聚
境
な
見
、
次
に
韓
じ
て
、
レ
ド
ン
ド
か
ら
サ
ン
ペ
ド
ロ
に

出
で
、
濁
特
の
日
本
村
ホ
フ
イ
ト
。
ポ
ノ
「
ン
ト
な
見
る
。
海
に
霞
ん
で
カ
タ
可

ナ
島
ば
見
え
な
い
。

　
サ
ン
ペ
ド
ロ
か
ら
直
路
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
市
に
麟
り
、
E
本
食
の
晩
食
為
い

乳
ダ
い
て
、
八
時
頃
臨
宿
。

砦
月
二
÷
．
機
日
（
水
）

　
午
前
申
、
ナ
フ
イ
ス
に
出
勤
。
ペ
テ
イ
ト
氏
に
面
會
。
更
に
ア
ダ
ム
ス
肇
長

に
會
っ
て
、
明
日
登
山
の
件
な
打
ち
合
ぼ
す
。

　
午
后
、
納
束
に
よ
り
、
電
車
で
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
に
行
き
、
小
葉
竹
氏
為
誘

ひ
、
共
に
同
車
し
て
。
エ
ル
モ
ン
テ
村
の
高
岡
氏
た
訪
問
。
ゆ
っ
く
り
8
田
舎

氣
分
を
味
ひ
な
が
ら
夕
食
の
御
馳
走
な
頂
き
、
雑
談
数
刻
9
十
時
牛
、
カ
ー
で

迭
ら
れ
て
野
宿
Q

士
月
二
十
六
日
（
木
）

　
朝
九
時
牛
、
ナ
フ
イ
ス
の
車
に
便
來
し
、
美
景
な
恣
に
し
つ
＼
ウ
ィ
ル
ソ

ン
山
に
登
る
〇
十
一
時
、
山
顛
の
天
心
肇
に
到
悲
、
モ
ナ
ス
テ
リ
の
「
室
に
入

ろ
。
次
で
概
算
蜜
で
エ
ラ
ー
マ
ン
、
ホ
ー
グ
、
ス
ト
ロ
ン
バ
ー
グ
諸
氏
に
面
會

す
。
一
こ
」
は
海
抜
六
千
吸
、
全
く
世
間
離
れ
の
別
天
地
で
あ
ろ
。
亘
大
な

る
幾
多
の
望
遠
鏡
か
友
ピ
し
て
、
魏
測
者
た
ち
1
1
皆
女
人
禁
制
の
モ
チ
ス
テ
”

内
に
佳
ん
で
み
ろ
。
市
中
の
ナ
フ
イ
ス
ε
に
全
然
違
つ
六
感
分
で
、
む
一
ろ
リ

ッ
ク
天
丈
豪
の
そ
れ
に
似
て
み
る
。
食
堂
も
極
め
て
友
誼
的
で
あ
ろ
。

　
午
后
二
時
か
ら
、
ホ
ー
グ
氏
に
爲
眞
陳
列
館
、
百
イ
ン
チ
及
六
十
イ
ン
チ
の

爾
野
馬
鏡
た
見
ぜ
て
貰
ふ
Q

　
夜
に
ホ
ー
グ
氏
の
、
六
十
吋
望
遠
鏡
に
よ
る
分
光
観
測
存
見
ろ
。
（
今
夕
匡
薪

任
豪
長
ア
ダ
ム
ス
氏
の
招
宴
で
、
エ
ラ
砲
ア
ン
、
ス
ト
ロ
ン
バ
ー
グ
、
メ
リ
坦

氏
等
に
夕
方
下
山
、
夜
牛
再
び
登
山
し
て
來
ら
れ
穴
。

七
月
二
十
七
日
〔
全
出
）

朝
食
輿
小
フ
マ
ソ
ン
氏
が
六
＋
吠
高
塔
墓
遠
鏡
で
太
陽
の
分
光
像
か
撮
影

し
．
て
居
る
の
な
見
、
そ
れ
か
ら
、
百
五
十
眠
高
塔
の
中
に
行
っ
て
、
エ
ラ
ー
マ

ン
氏
か
ら
同
望
遠
鏡
の
民
訴
法
な
説
明
さ
れ
六
〇

　
書
食
後
、
小
フ
マ
ソ
ン
君
定
共
に
エ
レ
ゴ
ー
タ
ー
仕
掛
で
百
五
十
殴
の
塔
の

上
に
登
り
つ
め
、
天
上
か
ら
見
下
す
下
界
の
景
色
為
賞
す
。

　
午
后
三
時
、
計
算
室
で
メ
リ
ル
氏
に
面
目
Q
そ
れ
か
ら
叉
、
丁
．
度
近
頃
ン
シ

ン
ト
ン
か
ら
來
着
し
、
目
下
、
山
上
に
住
居
し
て
ゐ
ら
れ
る
C
G
ア
瀞
ツ
ト
教

授
に
．
面
會
リ
ア
ボ
ツ
ト
氏
倭
特
に
p
自
分
に
太
陽
腓
冨
耐
数
ビ
太
陽
面
の
活
動
定
の
相

關
硯
究
な
す
、
め
ら
れ
六
〇
i
夕
食
後
、
自
分
ロ
ア
瀞
ツ
ト
武
の
宅
秘
訪
ひ

さ
き
の
研
究
の
方
法
に
つ
き
意
見
准
き
く
Q
（
こ
れ
ぽ
ア
ダ
ム
ス
氏
亡
の
了
解
に

よ
う
も
の
ら
し
い
U
O

　
夜
、
M
例
隔
週
の
博
士
リ
、
山
一
十
庶
町
反
耐
射
鏡
に
一
般
民
衆
に
闇
四
放
ぜ
P
り
れ
て
、
　
ボ
ー

グ
氏
が
土
星
や
木
星
な
見
ぜ
て
説
明
し
て
ね
る
。
二
分
に
小
フ
マ
ソ
ン
氏
ε
、

御
隣
り
の
山
ハ
吋
で
二
一
二
の
一
八
謄
脚
憶
見
、
九
碑
・
か
ら
に
メ
リ
ル
氏
が
百
吋
反
飢
刎
鏡

で
愛
光
星
の
分
光
爲
二
丁
撮
影
し
て
ゐ
ら
れ
ろ
の
な
訪
れ
て
、
い
ろ
く
説
明

厚
き
い
六
。

（
二
三
）




